
今年3月に完成した外来改築の中で、特に充実させた部門の一つが外来化学療法センターです。設備等のハード
面だけでなく、チーム医療が中心となるソフト面も充実しました。2年後の創立100周年に向けて“最高の病院に
なる”という目標を具体的に実践する部門になることを確信しています。

外来で「がん」の化学療法を提供。
テーマは、患者の生活の質を保つこと。

特集ページ

八事日赤を知ろう！
８月11日、
「八事日赤ふれあい祭り」
を開催しました。

病気を知ろう！
食生活の欧米化などにより、
前立腺がんの患者が急増中です。
先進医療を知ろう！
ダ・ヴィンチについて

情報ページ

院長メッセージ
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昭
和
56
年
以
来
、が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の

第
一
位
で
あ
り
続
け
て
い
る
。か
つ
て
は
不
治

の
病
と
言
わ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
る
が
、主
な

治
療
法
で
あ
る
外
科
手
術
、
放
射
線
治
療
、
化

学
療
法
の
進
歩
に
よ
り
、
今
日
で
は
が
ん
は

「
治
癒
可
能
な
病
気
」「
生
存
期
間
を
長
期
に
延

ば
せ
る
病
気
」と
さ
れ
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
症

な
ど
と
同
じ
く
慢
性
疾
患
と
し
て
扱
わ
れ
る

こ
と
も
多
い
。

　

慢
性
疾
患
と
な
る
と
、医
療
を
提
供
す
る
側

に
も
、が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
の
意
思
を
尊
重

し
な
が
ら
、生
活
の
質
を
い
か
に
持
続
さ
せ
て

い
く
か
と
い
う
、新
た
な
視
点
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
し
て
そ
こ
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

き
た
の
が
、外
来
治
療
で
あ
る
。

　

化
学
療
法
は
、一
般
的
に「
つ
ら
い
副
作
用
」

「
長
い
入
院
生
活
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

化
学
療
法
に
用
い
る
抗
が
ん
剤
は
、が
ん
細
胞

を
抑
え
た
り
、消
滅
さ
せ
る
目
的
で
作
ら
れ
て

い
る
た
め
、
正
常
な
細
胞
を
損
傷
し
た
り
、
副

作
用
が
出
や
す
い
の
は
確
か
だ
。し
か
し
、
現

在
で
は
正
常
細
胞
へ
の
影
響
が
少
な
い
新
薬

や
副
作
用
を
抑
え
る
薬
な
ど
が
登
場
。患
者
に

と
っ
て
負
担
が
少
な
い
治
療
形
態
と
し
て
、外

来
で
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。も
ち
ろ

ん
そ
の
た
め
に
は
、医
療
機
関
に
は
そ
れ
相
応

慢
性
疾
患
と
な
っ
た
が
ん
。

焦
点
は
、生
活
の
質
の
維
持
。

新
薬
の
登
場
な
ど
に
よ
り

化
学
療
法
の
実
際
は
、

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

外来で「がん」の化学療法を提供。
テーマは、
患者の生活の質を保つこと。

Special Report



の
高
度
な
知
識
や
技
術
が
必
要
だ
。

　
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
名
古
屋
第

二
赤
十
字
病
院
に
あ
る
「
外
来
化
学
療
法
セ
ン

タ
ー
」。開
設
は
平
成
19
年
９
月
で
あ
る
。同
セ

ン
タ
ー
内
に
は
、臨
床
腫
瘍
学
会
指
導
医
、が
ん

薬
物
療
法
専
門
医
を
は
じ
め
、
高
度
な
知
識
と

技
術
を
持
つ
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤
師
が
常
駐

し
、
チ
ー
ム
医
療
に
よ
っ
て
が
ん
種
を
問
わ
な

い
外
来
が
ん
化
学
療
法
を
実
施
し
て
い
る
。

　

外
来
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
血
液
・

腫
瘍
内
科
部
長
の
小
椋
美
知
則
医
師
は
、「
当

院
の
外
来
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
の
設
備
は
国

内
で
も
最
高
水
準
。ソ
フ
ト
面
で
も
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
医
療
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
活
躍
す
る
松
浦
美
聡
が
ん
化

学
療
法
看
護
認
定
看
護
師
も
、「
専
門
知
識
を

持
っ
た
看
護
師
が
、患
者
さ
ん
の
生
活
を
全
面

的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
」。ま
た
、が

ん
専
門
薬
剤
師
の
木
全 

司
薬
剤
師
は
、「
抗
が

ん
剤
の
副
作
用
を
少
し
で
も
軽
く
で
き
る
よ

う
患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。ま
た
、
抗

が
ん
剤
、制
吐
剤
等
を
セ
ン
タ
ー
内
で
調
剤
す

る
な
ど
、業
務
を
円
滑
化
す
る
体
制
も
整
え
て

い
ま
す
」と
語
る
。現
在
で
は
、栄
養
士
な
ど
他

職
種
と
の
連
携
も
積
極
的
に
図
る
な
ど
、総
合

力
を
高
め
つ
つ
充
実
し
た
環
境
で
の
外
来
化

学
療
法
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

　

が
ん
の
治
療
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

患
者
へ
の
病
名
告
知
だ
。同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

患
者
へ
の
「
が
ん
告
知
」
を
治
療
の
前
提
と
し

て
い
る
。こ
れ
は
６
年
前
の
セ
ン
タ
ー
立
ち
上

げ
の
準
備
段
階
か
ら
決
め
ら
れ
続
け
て
き
た

こ
と
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
前
述
と
は
反
す
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
抗
が
ん
剤
治
療
に
よ
る
副
作
用
は
確

か
に
少
な
く
な
っ
た
が
、
決
し
て「
ゼ
ロ
」と

は
言
い
切
れ
な
い
。治
療
の
過
程
に
は
、
辛
い

時
期
に
な
る
と
き
も
あ
る
。そ
ん
な
と
き
で

も
治
療
へ
の
理
解
を
深
め
、
治
療
を
続
け
る

た
め
に
も
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
患
者
へ
の
告

知
が
必
要
不
可
欠
な
要
素
と
考
え
る
の
だ
。

社
会
的
に
見
て
も
患
者
の
知
る
権
利
に
対
す

る
意
識
の
高
ま
り
、
以
前
に
比
べ
て
が
ん
が

悲
惨
な
も
の
で
な
い
と
い
う
認
識
に
基
づ

き
、告
知
へ
の
理
解
が
進
ん
だ
こ
と
、さ
ら
に

は
医
療
機
関
に
お
け
る
告
知
の
技
術
が
高

ま
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
も
、
そ
の
背
景
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。

　

と
は
い
え
告
知
を
受
け
た
患
者
や
家
族
に

と
っ
て
、
身
体
的
、
精
神
的
な
不
安
や
苦
し
み

は
あ
る
。そ
れ
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
た
め

に
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
外
来
患
者
専
用
の
電

話
窓
口
を
開
設
し
て
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
。ま
た

そ
れ
だ
け
で
な
く
、状
況
に
応
じ
て
看
護
師
や

薬
剤
師
が
直
接
相
談
に
乗
る
こ
と
も
あ
る
。木

全
薬
剤
師
も「
セ
ル
フ
ケ
ア
さ
え
き
ち
ん
と
で

き
れ
ば
、入
院
よ
り
も
外
来
の
方
が
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
」と
話
す
。

　

外
来
で
治
療
を
続
け
る
こ
と
は
、入
院
治
療

に
は
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。外

来
で
あ
れ
ば
基
本
的
に
自
宅
で
過
ご
せ
る
た

め
、
ま
ず
は
、
可
能
な
範
囲
で
仕
事
を
続
け
た

り
、家
庭
に
お
け
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
で

き
る
。ま
た
、
通
院
す
る
こ
と
で
定
期
的
に
体

を
動
か
す
こ
と
に
な
り
、体
力
の
維
持
に
も
繋

が
る
。さ
ら
に
、
食
生
活
へ
の
ス
ト
レ
ス
が
な

い
。こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
、
名
古
屋

第
二
赤
十
字
病
院
で
は
、化
学
療
法
の
初
期
段

階
か
ら
外
来
で
の
治
療
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
多
い
。

　
「
多
く
の
診
療
科
を
網
羅
す
る
基
幹
総
合
病

院
で
、
こ
れ
だ
け
の
機
能
を
持
っ
た
外
来
化
学

療
法
セ
ン
タ
ー
は
全
国
的
に
も
少
な
い
」
と
小

椋
医
師
。「
高
度
な
技
術
を
持
っ
た
専
門
の
医
師

や
ス
タ
ッ
フ
が
院
内
に
い
ま
す
し
、
急
変
時
に

も
救
急
部
門
が
あ
る
た
め
安
心
で
す
。当
セ
ン

タ
ー
に
は
全
面
的
に
信
頼
し
て
も
ら
え
る
体
制

が
整
っ
て
い
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
の
医
療
機
関
の
先
生
に
も
安
心
し
て

紹
介
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
ね
」。

地域がん診療連携拠点病院として、
社会のニーズに合わせたがん治療を提供。

その新たなアプローチとして、
外来化学療法センターが存在感を増す。

外
来
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
、

安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る

セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
す
。

治
療
の
前
提
は「
が
ん
告
知
」。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、患
者
の

不
安
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
。



１０月８日、京都大学の山中伸弥教授がｉＰＳ細胞の研究でノーベル医学生理学賞を受賞しました。
同賞は、日本で２５年ぶり２人目の快挙となりました。難病の新薬開発や再生医療の実現に向けて、
世界中で研究が進んでいます。各疾病で苦しんでいる患者さんへの大きな効果が期待されます。
ロボット手術機器もこんな先進医療の一部分です。

■名古屋第二赤十字病院 企画課メールアドレス　kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

8月11日㈯、当院正面玄関前で「納涼
夏祭り」を開催、毎年恒例の盆踊りを
行いました。当日の天気は午後から雨
の予報。夜の夏祭りを滞りなく進行で
きるかどうかスタッフ一同心配しました
が、同日昼に行われた「八事ふれあい
祭り」の講演会で、天気予報士の森
田正光氏が「強い雨は30分～１時間
ほどでおさまります」と明言。その言葉
を信じ、イベントを決行、無事に終了す
ることができました。開催直後に雨が
降り始め、屋台を屋根のある正面玄

関前に集めて対応し、太鼓も櫓では
なくテントの下で叩くなどして、工夫し
ました。夜店には、焼きトウモロコシ、み
たらし、イカ焼きなどが並び、ゲーム
コーナーでは子供たちがヨーヨー釣り
などに夢中になっていました。森田氏
の予報通り１時間ほどで雨は上がり、
盆踊りが始まると、スペシャルゲストで
来院した格闘技元世界チャンピオン
のアーネスト・ホースト氏が、職員や患
者さんとともに盆踊りの輪に入り、祭り
は一層盛り上がりました。

当院では、患者さんに安心して医療
を受けていただくために、病院見学ツ
アーを開催しています。院長と副院長
兼看護部長がガイド役を務め、病棟
内や普段見ることができない手術室、
ヘリポートなどを巡ります。その他にも
疑問や質問を、院長や副院長兼看護
部長に直接聞くこともできます。この機
会にぜひご応募ください。

《日時》平成24年12月14日㈮
14：00～16：00
《対象者》名古屋市及び名古屋市近隣
にお住まいの方　10名様程度
《ツアー内容》
●救急外来、手術室、病棟など院内施設
の見学
●屋上ヘリポート（晴天の場合のみ）
※見学後はケーキとお茶を用意しています

《応募方法》
応募用紙に必要事項を明記し、郵送、
FAX、e-mailにてご応募ください。２名以
上で申し込みの場合は、参加人数、全参
加者の氏名をお書きください。
■申込締切：平成24年11月30日㈮まで
《問い合わせ先》
名古屋第二赤十字病院 企画課
TEL：052-832-1121（代表）

当院の第３病棟１階「赤十字インフォ
メーションセンター」では、約15分間の
患者さん向けミニレクチャーを随時開
催しています。これは外来での待ち時
間を有効に活用していただくために、
患者さんに役立つ情報を提供しようと、
院長 石川 清の発案により企画課 堀 
太志を中心として今年３月から始めま
した。テーマは毎回変わり、各診療科
の医師や、薬剤師、栄養士、理学療
法士、臨床検査技師などが、病気の
予防や検査、薬の飲み方などについ
て分かりやすく説明し、堀の司会によ

る質疑応答の時間も設けています。こ
れまで「尿の検査で何が分かるの？」、
「知って得する脳卒中予防」、「眼薬
の正しい使い方」など、35回のミニレ
クチャーを開催。毎回参加していると
いう通院患者さんには「専門的な話

をギュッとまとめて聞けるので、とても
ためになります」とのお声もいただきま
した。ミニレクチャーの様子は収録し、
患者さんが興味のあるテーマについ
ていつでも見られるようDVDにしてラ
イブラリー化する予定です。

「納涼夏祭り」を開催
賑やかな、

夏の一夜となりました。

編 集 後 記

院長と看護部長が、医療現場をご案内します。病院見学ツアー

役立つ情報を、分かりやすくお伝えします。患者さんのためのミニレクチャー

医学や創薬が大きく変わります ! !

患者さんのための
ミニレクチャー
開催日時とテーマ

11：00～11：15
11：00～11：15
11：00～11：15
11：00～11：15
11：00～11：15
11：00～11：15
11：30～11：45
11：00～11：15

11／1木
11／8木
11／15木
11／22木
11／29木
12／13木
12／13木
12／27木

血管が硬くなるとどうなるの？
咳と薬
食事と検査値
下痢と薬
食事と血糖値
血糖値と糖尿病
骨粗鬆症と薬
漢方薬って何？

 I N F O R M A T I O N

〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
企画課 TEL 052-832-1121 内線 51141 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp



プラス α 関節痛の原因

　2014年に創立100周年を迎える当院では、「最高の病院に
なる」という目標をかかげ、さまざまな取り組みを行っています。
その一つとして８月11日㈯、第１回「八事日赤ふれあい祭り」を
開催しました。
　開催にあたり、院長の石川 清は「患者さんや地域住民と病
院職員とのふれあいの場を作るのが、今回の大きな目的です。
日ごろ医療の現場では、患者さんと医療従事者がゆっくりと過
ごす機会がありません。ですから今回、このイベントを通して、
地域の皆さまとのふれあいを深めたいと思っております。当院
は、皆さまから更なる信頼を得る病院になるよう頑張っていきま
す」と話しました。
　サブテーマに「地域とともに創る明日の医療と健康」を掲げ、
病院内に医療や健康に関するコーナーを職員が手づくりで設
置。昭和消防署の協力のもと、「災害・救護」をテーマにした体
験コーナーなども充実しました。
　また、スペシャルゲストとして、天気予報士の森田正光氏、俳
優・演出家の今井雅之氏、格闘技元世界チャンピオンのアーネ
スト・ホースト氏が来院、イベントに華を添えました。

　当日の朝、病院スタッフは揃いのTシャツに身を包み、各
コーナーの準備に取りかかりました。八事日赤ふれあい祭り

は13時にスタート、イベントを楽しみにしていた患者さんや地元
の人々で、会場は大いに賑わいました。開会間もなく行われた
JAあいち尾東「日進農産物振興クラブ（産直友の会）」による
朝採り新鮮野菜即売会では、即売開始のアナウンスが流れる
と同時に人だかりができ、新鮮な野菜は次 と々売り切れになりま

した。
　15時からは、天気予報士の森田正
光氏が「お天気からの災害予防」を
講演。講演会場には大人から子供ま
で幅広い年齢層が集まり、温暖化が
進むとどうなるかなどの話に耳を傾け
ていました。病院内には、本物の手術

器具を使っての外科手術体験キッズコーナーや、生活習慣
病メタボチェックコーナーなど、さまざまなコーナーが設置さ
れ、各コーナーで思い思いに楽しむ来場者の姿が絶えませ
んでした。心肺蘇生コーナーではスペシャルゲストの今井雅
之氏が心臓マッサージに挑戦。真剣な表情で額に汗をにじま
せながら両手で人形の心臓
をマッサージする場面もあり
ました。病院正面の駐車場で
は名古屋市消防局昭和消防
署の特別チームによる消防
コーナーが設けられ、「災害・
救護」をテーマに、消防服を着ての放水体験やチビッコレス
キュー体験などを実施。また、東日本大震災救護パネルの展
示もあり、日本赤十字社の活動を紹介したパネルの前で、東
北復興応援として来場者に宮城県産無菌ライス1000パック
を配布しました。
　初の試みとなっ
た「八事日赤ふれ
あい祭り」への参
加者は、約1 ,500
名。今後も地域住
民の皆さまとの信
頼関係を深めるイ
ベントとして継続し
ていく予定です。

関節の潤滑油となる軟骨と関節液が減ってしまい、骨と骨が直接こすれあって痛みを生じます。

２年後に創立100周年を迎える名古屋第二赤十字病院は、
地域の皆さまにさらなる信頼を得る病院となるよう、努力していきます。

講演会、体験コーナーなど充実。
地域住民との交流を深めました。

約1,500名が参加。
地域との信頼関係を築くイベントとして、
今後も継続的に開催していきます。

Par t
!八事日赤を

知ろう！

８月11日、
「八事日赤ふれあい祭り」を開催しました。



プラス α 主な疾患①

名古屋第二赤十字病院では、患者さん一人ひとりを一
つの病院だけでなく、地域全体で診ていく、地域完結型
医療での提供に力を入れています。そこで大切なのは
地域のさまざまな医療機関が、それぞれの機能を充分に
発揮し、連携によって切れ目のない医療を提供できるこ
と。そのため当院では、定期的に近隣の診療所との
フォーラムや意見交換会を開催し、顔の見える関係づくり
に努めています。
その一環として、９月８日㈯、近隣５区の診療所の先生方
を対象に「八事脳卒中病診連携フォーラム」を開催しまし
た。日本人の死因第3位の脳卒中は、早期発見、初期対
応、予防が重要な病気で、再発も多いため、日常的に患
者さんを診ている診療所の先生の存在がとても重要に

なります。
なかでも今回のテー
マである一過性脳虚
血発作（TIA）は、診
療所で的確な初期診
断を行い、早い段階
で当院へ患者さんを

紹介いただくことで、脳梗塞を回避できる確率が飛躍的
に上がります。当院では、事前に近隣５区の診療所の先
生方にTIA医療環境の現状やTIAに対する認識を調
査するアンケートを実施。その結果報告をしたときのディ
スカッションでは「TIAの診断基準を、もっと具体的に説
明してほしい」な
ど、診療所の先生
方の生の声を聞き
ました。当院では、
こうしたフォーラム、
意見交換会を今
後も継続して開催
していきます。

腎臓の働きが健康な人の60％以下に低下する、タンパク
尿が出るなど、腎臓の異常が続く状態をCKD（慢性腎臓
病）といいます。現在、日本人の8人に1人がCKD患者と言
われていますが、自覚症状がないため気づきにくく、放置
すれば「末期腎不全」になり人工透析が必要となります。
CKDは、病態や進行に応じた適切な治療をすれば、症
状を改善し、末期腎不全になることを防止できます。そこ
で、当院では、腎臓内科が中心となり「八事CKDフォーラ
ム」を患者さんとそのご家族を対象に定期的に「じんぞう
病教室」を開催しています。その第11回目の教室が9月8
日㈯に行われ、参加者はCKDの原因の一つである糖尿

病の話や、透析導入時の医
療福祉制度の話を熱心に聞
きました。
腎臓は老廃物を尿として体外
に排出し体の中を綺麗に保つ

大切な臓器です。地域住民の方 に々も腎臓病への理解
を深めてもらうため、当院では今後も勉強会を続けていき
ます。次回の教室は12月8日㈯、ぜひご参加ください。

10月15日㈪、当院の研修ホール
で「第14回ハートフルコンサート」
を開催しました。名古屋フィル
ハーモニー交響楽団より、矢口
十詩子（ヴァイオリン）、富久田治
彦（フルート）、山本直人（オーボエ）、石川ひとみ（ピアノ）
の4名が「ひとはな四重奏団」として来院、モーツアルトや
ブラームスなどの名曲を披露。参加者の皆さまが美しい
音色に酔いしれたひとときでした。

女性に多いのが「関節リウマチ」。免疫異常で粘膜に炎症が起こり、関節の腫れや変形が起こります。

病診連携フォーラム、じんぞう病教室、ハートフルコンサート・・・。
さまざまな形で地域との交流を深めます。

地 域
連 携

地域一丸となって脳卒中を治療する。
一過性脳虚血発作（TIA）をテーマに、
病診連携フォーラムを開催しました。

地 域
貢 献

日本人の８人に１人はCKD（慢性腎臓病）。
定期的な勉強会を開催し、
腎臓病への理解促進に努めます。

地 域
交 流

くるみ割り人形、日本の四季メドレー
など名曲の数々に、
心和むひとときでした。

当院は、地域の皆さまと助け合い、共に学び、
信頼関係を築いていきます。

Par t
"八事日赤を

知ろう！



プラス α 主な疾患②

　当院の泌尿器科においても、前立
腺がんの患者数は顕著に増加して

います。当院では手術、ホルモン治
療、放射線治療の三つを柱に治療を
行っており、比較的体力のある若い
年齢の方には手術による治療を、手
術が負担となるご高齢の方にはホル
モン治療や放射線治療を行うことが
多くあります。また、当院では腹腔鏡
下手術の認可を受け、前立腺がんに
対する腹腔鏡全摘出手術について
も2010年から実施しています。

　従来の開腹手術では10㎝ほどの
傷ができますが、腹腔鏡下手術では

五十肩と呼ばれる「肩関節周囲炎」。腕を上げたり、背中に手を回すと肩に痛みを感じます。

３㎝ほどの傷で収まります。開腹手術
と比べて手術時間は２倍ほどかかる
ものの、傷が小さいことから術後の回
復が早く、数日から１週間ほど早く退
院することができます。進行がんに対
しては開腹手術が必要ですが、がん
の進行度合いや患者さんのニーズ
に応じて腹腔鏡下手術を選択してい
ただくことも可能です。
　また、来年からは手術支援ロボット
『ダ・ヴィンチ』が導入予定です。今まで
は前立腺がんの手術待ちも多く、他院
へお願いするケースもありましたが、
『ダ・ヴィンチ』の導入によってこうした
状況の改善が見込まれています。

　前立腺がんとは、男性の精液の大部分を作る臓器「前立腺」
に発生するがんのことをいいます。さまざまな組織型の悪性腫
瘍が生じる可能性がありますが、そのほとんどは腺がんで、「前
立腺がん＝前立腺腺がん」として扱われることが一般的です。
　前立腺がんは、年をとることで多くなるがんの代表格で、日
本では男性のがん死亡者のうち、約3.5％を前立腺がんが占
めています。なお、欧米では日本よりも発生率が高く、アメリカで
は男性の約20％が一生のうちに前立腺がんと診断され、男性
のがん死因の２番目となっています。日本国内でも最近では食
生活の欧米化が進んできたことから、患者が急増しており、近
い将来、日本でも前立腺がんが、男性がん死亡者の上位を占
めるだろうと予測されています。

　早期の前立腺がんには特有の症状は見られません。が
んが徐々に進行してくると、排尿困難、頻尿、残尿感、夜尿
多尿などの症状が現れてきます。もし気になるという方は、
血液検査によって前立腺の異常を検知するPSA検査を受
診することをおすすめします。
　前立腺がんの治療法には、男性ホルモンの作用を減らす
ホルモン療法、外科手術による除去、放射線療法、化学療
法、経過観察療法などがあります。前立腺がんの進行は比
較的遅く、がんのなかでも治癒率が高いことで知られてお
り、他の臓器への転移が認められない場合などには、根治
を目的に前立腺全摘出手術が行われます。日本では開腹
手術が一般的でしたが、近年は腹腔鏡による全摘出手術
なども増えてきました。
　なお、アメリカでは、手術支援ロボット『ダ・ヴィンチ』が普及
しており、すでに前立腺全摘出手術の８割以上がロボット手
術で行われています。そのため、今後は日本でもロボット手
術が増加してくると予想されています。

泌尿器科より

患者さん一人ひとりに
適した治療法を提供

手術支援ロボット導入で
手術待ちの軽減に期待

ここをチェック

第一泌尿器科部長　小林  弘明

年齢とともにかかりやすくなる
前立腺がん。近年では
日本でも急増しています

開腹手術のほか、早期退院が可能な
腹腔鏡下手術を選択することも

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 食生活の欧米化などにより、
前立腺がんの患者が
急増中です。
血液検査で、PSA

（前立腺特異抗原）値を測定
早期発見をしましょう。

T  O  P  I  C  S



プラス α 関節痛の予防 冬は特に身体を冷やさないこと。また、軽い運動は血行をよくし、関節の曲げ伸ばしを楽にします。

　ここ数年、アメリカで誕生した手術支援ロボット『ダ・ヴィ
ンチ』による手術が話題を集めています。この『ダ・ヴィン
チ』とは、アメリカで開発された医療機器で、欧米ではすで
に2000台近くが稼働しています。さまざまな外科手術のな
かでも泌尿器科手術における使用がとりわけ多く、前立腺
全摘出手術の8割以上がこのロボットを使用して行われて
います。日本でも、2009年に厚生労働省薬事・食品衛生審
議会で国内の製造・販売が承認されました。すでに全国
20あまりの医療機関に導入され、実際にロボットを使った
手術が実施されています。

　ロボットと言われることから、機械が自動的に手術を行う
というイメージが強いですが、実際には手術を支援する道
具であり、術者である医師がロボットを操作して手術を行
います。手の代わりに動く３本のアームと内視鏡用のアーム
の合計４本が取り付けられたロボット部分のほか、アームを
動かすための操作部分、高解像度の3D内視鏡画像を映
し出すモニター部分があり、アームには、電気メス、はさみ、
ピンセットなどの手術器具を装着することができます。手術
を行う際には、箱状のモニターに映し出された3D画像を
見ながら、２本のコントローラーを左右の手で動かしてアー
ムを遠隔操作します。
　今までの手術と比べ、『ダ・ヴィンチ』による手術にはさま

ざまな利点があります。
ロボットのアームは人間
の手よりも関節部分が
多いため、今まで不可
能だった動きができ、さ
らに、手ぶれ補正機能
で従来の内視鏡手術
よりも正確で細かい作
業ができます。また、腹
腔鏡手術では2Dだっ
た画面が3Dになり、実
際に目で見るのと同じ
感覚で手術を行うこと
ができるのも大きな特
長です。その他のメリッ

トとして、開腹手術よりも傷が小さく、出血量も術後の痛みも
少ないので、術後の回復が早く、入院期間が短縮されます。
また、前立腺の手術では、膀胱と尿道を正確につなぎ合わ
すことができ、神経温存が可能。術後の勃起機能不全や尿
失禁などの合併症を最小限に抑えることができます。

　『ダ・ヴィンチ』の導入には高額の初期投資と維持費が
かかります。また、ロボット手術は昨年度まで保険適用外
だったため、患者側の経済的負担も大きな障壁となってい
ました。しかし、前立腺がんにおけるロボット手術の有用性
が立証されたことで、前立腺がんに限り、2012年４月１日か
らロボット手術が保険適用されるようになりました。これを
受け、新たに『ダ・ヴィンチ』を導入する医療機関が徐々に
増えてきています。
　名古屋第二赤十
字病院でも、来年に
は『ダ・ヴィンチ』を
導入予定。今後は
泌尿器科、消化器
外科、産科、呼吸器
外科での活躍も期
待されています。

欧米では前立腺全摘出手術の
8割がロボット手術に

手ぶれ補正機能や3D画像などで
より正確な内視鏡手術が可能

前立腺がんのロボット手術の
保険適用を受け
名古屋第二赤十字病院でも導入

先進医療を知ろう！ ダ・ヴィンチ


